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寒冷地におけるホタルイ属雑草の発生の不斉―性に関する実験的考察

第 6報 ホタルイ及びコホタルイ種子の発芽
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1 は じ め に

東北地域の水田に発生しているホタルイ類雑草の主要な

草種はイヌホタルイとタイワンヤマイであるが,ホ タルイ

とコホタルイもわずかながら発生が認められている
1)。 そ

こで,本報ではホタルイ及びコホタルイの種子の発芽につ

いて検討した。

2試 験 方 法

ホタルイは東北農試水田利用部 (秋田県大山市)におい

て見本用に保存していたもの,コ ホタルイは青森県車力村

で採集したものを用い,コ ンクリートポットに栽培して種

子を採集し,室温で約 1カ 月FE5風乾貯蔵した後に試験に用

いた。種子の貯蔵は, 1/5,000aボ ットの土壌中 (表層か

ら5～ 10m)に埋め,ポ ットを圃場に埋設したもの,又 は

試験管の湛水土壌中に混入し,各種温度条件に置いたもの

の 2方法で行った。各種子は一定期間貯蔵後に回収し発芽

試験に供した。

種子の発芽率は湿潤ろ紙床及び密栓水中条件を用い,そ

れぞれ約50粒を 3反復で置床し,温度条件として,1320
25,30℃ の恒温及び25/15℃ の変温,光条件として暗条件

及び12時間日長の明条件で14日間調査した。

3 試験結果及び考察

ホタルイ種子及びコホタルイ種子とも採種直後はほとん

ど発芽せず,貯蔵によつて発芽可能になった。両草種とも

15℃～30℃のいずれの温度でも発芽したが,ホ タルイでは

25℃前後が最適,コ ホタルイでは調査範囲内では30℃が最

適で,15℃が発芽低温限界と考えられた。また,両草種と

も25/15℃ の変温条件で発芽が特に良好であった。発芽床

条件として,ホ タルイでは湿潤ろ紙床と密栓水中条件で発

芽率が変わらなかったが, コホタルイでは湿潤ろ紙床より

も密栓水中条件で発芽率が高い場合が多かった。暗条件で

の発芽はホタルイでは認められたが,コ ホタルイではほと

んどみられなかった。

コホタルイ種子の湛水土壌中貯蔵温度を変えた試験では,

5℃及び10℃の貯蔵で高い発芽率が得られた。

圃場から回収したコホタルイ種子の一定温度での発芽率

は常に低く,2月及び4月 回収の30℃密栓水中条件の場合

のみ20～40%の発芽がみられた。これは湛水土壌中の貯蔵

温度が10℃以_Lの場合に一定温度での発芽率が低いのと同

様の傾向と考えられ,貯蔵中の温度条件によって発芽可能

温度が変化することを示すと同時に,コ ホタルイの発芽に

は通常は変温条件が必要であることを示している。

4 ま と め

ホタルイ種子及びコホタルイ種子ともに湛水土壌中に低

温で貯蔵されることによって休眠覚醒が進行した。これは

イヌホタルイ種子やタイワンヤマイ種子と同様な結果であ

るのが,休眠覚醒に有効な温度や発芽温度,圃場回収時期

と種子の休眠覚醒程度などには種によって違いがみられ/_.

イヌホタルイ種子やタイワンヤマイ種子では密栓水中条
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表 1 圃場から回収したホタルイ種子の発芽率 (%)
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表 2 10℃湛水土壌中貯蔵日数とホタルイ種子の発芽
率 (%)

件で発芽が優れることが知られておりの,コ ホタルイ種子

も同様の傾向であったが,ホ タルイ種子では湿潤ろ紙床と

差がなかった。これは嫌気的条件下での発芽の良否を意味

し,代かきをした水田での発生にはホタルイは相対的にみ

て適していないと判断された。また,暗条件での発芽率は

ホタルイ種子では高かったがコホタルイ種子では低く,発

芽に対する光の要求性が異なった。これは相対的に小さい

コホタルイ種子の発生は土壌表層に限られることを意味し

ており,種子の置かれている位置を知る適応機構の一つと

考えられる。
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表4 湛水土壌中貯蔵温度及び日数とコホタルイ種子
の発芽率 (%)
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